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降雨の変動特性 と稲作生産

-東北 タイにおける天水田稲作の実態 と生産構造(1）-

星 川和俊*,宮 川修 一**,海 田能 宏***

は じ め に

本研究 は,タ イ国東北部の ドンデーン村(DonDaeng,以 下DD村 と略す)を 対象に行わ

れた学際的な村落調査結果にもとづ き,天 水田とい う限界的な水条件下での水稲生産の実態

と,そ の条件が稲作生産構造に与える影響 を明 らかにすることを目的 とする。

DI)村 の調査は,1981,1983年 度の文部省海外学術調査のもとで行われ,石 井米雄教授 を

代表 に歴史学,人 類学,経 済学,地 理学,農 学などの研究者が多数参加 した。本調査では,

筆者 ら自然科学の研究者 も現地に長期滞在 し,そ こでの可能なかぎり多方面にわたるデータ

収集を試みた。 これによって,人 文 ・社会諸科学との統合を試みると共に,一 農村 の村落構

造を全体的,体 系的に評価することを本研究では志向 した。

この中で,と くに筆者 らは天水田稲作の生産構造の実態の解明を主なテーマとして,デ ー

タ収集 と分析を担当 してきた。一連の研究の中で,本 論に関連する論文 もい くつか発表 され

ている1・2β・4・5)ものもあるが,天 水田稲作 の構造 と実態をより明確 にす ることを目的 として,

必要に応 じて既報のデータなども提示する。

天水田地帯 は,東 南アジア,南 アジアを中心にモンスーソアジアと呼ぼれる一帯に広 く分

布する。現在,世 界的な食糧問題が暗い影を投 げかける中で,こ れらの地帯は,食 糧生産 の

増大 の可能性,つ まり農業技術の改良による農業発展の可能性を多く秘めた地域 と考えられ

る。

今後,こ れらの地域の開発,改 良の可能性の検討ならびに潅潮 ・排水,施 肥,高 収性品種

などの農業技術の導入に際して,在 来の天水田稲作における生産構造 の実態分析,問 題点の

把握,解 決策 などの総合的な分析は緊要な課題である。

以上の観点から,DD村 とその周辺地域の現地調査か ら得 られたデータにもとづ き,降 雨

の地域的,時 間的特性 とそれが天水田の水稲生産に与 える影響について検討を行 った。

亙.調 査地 域=ド ンデ ー ン村 ① 繊 髄 懸g)

DD村 は,図1に 示すように,東 北 タイの中央部西 よりに位置する。東北タイはコラー ト

高原 と呼 ばれ,標 高100～200mの 丘陵地帯 を形成 してお り,比 較的雨量 も少な く,ま た土壌

肥沃度 も低い地域である。 しかしながら,こ こばタイ国の全水田面積 の46%に あたる水田地

帯が展開してお り,タ イ国の米生産量の約3⑪数%を 生産する貴重な産米地域である6)。
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***京都大学東南アジァ研究センター,TheCenterForSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity
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　図1　調査地ドソデーン村の位置

粗放的な技術の中で，前述したノングでの高低差による水条件の相違に応じて，作品の調整

と品種選択を行い，厳しい環境に適応しようと試みている。

　本論では，まず現地で得られた観察結果から，生産変動の実態とこの変動をもたらす要因

について検討する。続いて，その結果から降雨条件が稲作生産に与える影響ならびに天水田

での水管理の方法について分析を行う。

　なお，降雨資料は各地の測候所のものを，またDD村のデータについては約5km離れた

Tha　Phra（タープラ農業試験場）のデータを用いた。また，水稲生産量に関しては，本調

査メンバーが収集したデータを用いた。

　DD村は集落がある忌地と自然堤防の高みを除く

と，いくつかのノング（Nong）と呼ばれる皿状の

窪地からできており，そこでは水稲生産を中心とし

た農業活動が行われている。

　DD村での水稲生産の概況については，すでに報

告を行っているが3・4・7・8），本研究に必要と思われる点

に関して，簡単にその特徴を要約する。

　この村の稲作を一言でいえぽ，“天水（雨）に栽

培暦，生育ならびに収：量も左右され，極度に不安定

である”といえる。とくに，この地域では潅溜i・排

水技術の導入もなく，水田用水は総て雨水に依存す

る。しかも，その雨量は年間1200mm程度と少なく，

季節変動も大きい。その結果，旱越と洪水の常襲地

となっており，水稲収量も6～200kg／10aと大きな

変動幅を有している。

　DD村での稲作技術をみると，主に畜力（水牛）

を中心とした栽培体系であり，農業機械，肥培管理

などの集約化技術は利用されていない。このような

II．稲作生産を規定する要因

　1．稲作生産の変動

　表1には，DD村を含む調査対象域での米生産量の年次変化を示す。これは各農家での収

穫実績の聞取り調査にもとづき，推定されたものである。

　この結果によれば，1983年（最高値）から1978年（最低値）まで，大きな生産量の変動が

あることが示されている。同様に単位面積収量も6～200kg／10aと大きく変化する。これら

の変動をもたらしたと考えられる気候的なおおまかな特徴を備考欄に加えた。

　さらに，同一年度においても，水田の区画ごとの収量の変化も大きく，たとえぽ，1983年

の刈取調査8）によれば，籾重で50～550g／m2と著しい差がある。

　以上のように，DD村での水稲生産は毎年大きく変動しており，そのうえ同一年度内での

水田区画内の差も大きいことが特徴的である。たとえぽ，わが国の水稲生産量の変動幅は平

年作の±10％以内であるが，DD村の場合には平年作（平均値）の値を算出することすら無
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　　　　　　　表1　ドンデーン村地域の米生産

表1－a　ドソデーン村を含む調査対象域全域＊での農家当りの米生産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：kg）

　　サンプル数年
　　　　（戸）

　　　1戸あたり　　　　1983年に対する
最小　平均　最大　比率（％）

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

240

224

236

227

221

219

255

244

247

　o

　o

　o

250

　0

180

600

　0

　0

　129

　360

　152

1，849

　629

3，556

2，299

1，041

　614

6，000

2，000

5，500

6，00e

3，000

12，90e

g，oeo

3，480

3，360

　4

10

　4

52

18

100

65

29

17

＊ドンデーン村の近隣村であるドンノイ，ドンハン村等の所有水田も

含む範囲であり，総水田面積は，約3，480ライ（557ha）である。

表1－b籾の平均収量
（単位：kg／10a）

　　サンプル数年
　　　　（戸）

平均　変動係数
　　　　（o／o）

摘 要

1978

1979

198e

1981

1982

1983

！984

1985

1986

222

206

219

211

204

199

251

243

246

　6

21

　8

111

39

20e

148

62

37

473

73

374

49

62

43

41

69

103

大洪水

かんばつ傾向

大洪水

生育期後半かんばつ傾向

生育期前半かんばつ傾向

降雨順調，史上最大の豊作

降雨順調，豊作

平身期前半かんばっ傾向

かんばつ傾向

＊これらの表の数値は筆者の！直宮「1［によって，原データを再検討・

再整理した結果であり，既報の値を修正したものである。

意味なほど大きな変動幅を有する。

　2．規定要因としての降雨

　DD村の稲作生産の不安定性は，気候・気象，土壌，栽培技術，労働などの多種多様な要

因が複雑に絡み合った結果であろう。そこで，現地調査の観察にもとづき，DD村の稲作を

規定すると考えられる24個の要因を選び，亙WSM法（lnterpretive　Weighted　Structural

Model）9）を使って，要因問の構造分析を行った。その結果，これらの要因間の関係構造を図

2のように整理・分類することができた。

　この結果によれぽ，水稲生産は大きく2の要因によって規定される。すなわち，第1の要

因は毎年の移植の達成状況であり，第2の要因は移植された各筆での単位収量の大きFさであ

る。
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　　　　図2　ドンデーン村の稲作生産を規定する要因の関係構造

　第1の要因は，苗の調達，本田の準備状況，労働力などにより決定される。DD村での移

植に関わる作業はすべて人力と水牛により行われている。しかも，この地域の土壌は砂質で

あり，雨季の初期には過乾燥のために多くの土壌亀裂が存在し，水稲の生育はもちろん，農

作業さえ困難となる。したがって，苗の準備，本田の耕起，しろかき，移植などを順調に行

うためには，水田への十分な雨量の供給が必要となる。そのためにも，雨季に入る時期とそ

のときの雨の量が重要である。

　第2の要因は，稲の生育途上での気象条件，土壌条件ならびに管理技術が関係してくる。

本村の場合，移植後の稲作管理（潅水，施肥，防除など）はほとんど行われていない。また，

土壌は保水性，肥沃度共に劣悪である。この状況からすれぽ，稲の生育期における気象条件，

中でも雨の季節分布が単位収量を決定していると考えられる。したがって，雨季に入っても

十分な雨が降らず，骨筆になったり，逆に雨季後半に豪雨に見舞われ，洪水が発生し壊滅的

な被害を受けることもある。

　以上のように，DD村の稲作生産は基本的に降雨条件によって，大きく影響される。そこ

で，以下に降雨の時間空間的な特性について分析を試みた。

III．雨量の変動

　1．広域雨量の変動

　東北タイの平均雨量は約1200mmであるが，年ごとに800～2000mmの幅をもって変動す

る。さらに，雨量の時間的変動と共に空間的変化も大きい。DD村を中心とした地域の雨量

の時間的変動特性を示すために，8観測所の17年間の週雨量データの時間変動特性をまとめ

ると，図3のとおりである。

　これらの結果によると，

①雨季のどの週においても，雨量の変動係数は100％を越える。

②9月に最大の降雨があり，次いで6月から7月の問に2番目のピークが存在する。

③7月から8月にかけて，比較的降雨の少なくなる期間が，どの地点においても見られる。

　等の著しい季節変化の特徴が示されている。
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　同じ週雨量データを用いて，DD村周辺域での雨量の空間的変動特性を解析するため，成

因分析10）を行った。その結果は，図4に示すとおりである。図4－1はいくつかの月の固有

ベクトルを示し，また図4－2は各々の固有値に対応する変動の寄与率を示したものである。

これらの結果は，次のような週雨量の空間的変動の特性を示している。
①’ J季のどの月においても，上位3因子により全変動の70～80％が説明される。

②第1因子は，8つの観測地点においてほぼ同じ大きさの正値をもっている。この因子は

　大きな低気圧，前線に起因する降雨と考えられ，地域全城に及ぶ広範な降水に対応してお

　り，全変動に対して50～60％の寄与率をもつ。

③第2因子は，経度に応じて固有ベクトルの形状が変っているので，季節風に関係するも

　のと考えられる。また，月別の固有ベクトルの中で，チャイヤプム，コンサワソならびに

　チュムペー等の西部地方においては，第3因子が支配的となっており，P一蓋ルな地形形

　状の影響を大きく受けているものと想定される。第2と第3因子で説明される変動は，

　各々10％強と6～10％である。

④第1因子に注目すると，8月が最も大きく，5月が最小である。したがって，8月の雨

　は比較的広範な地域に降り，雨季初期の5月の雨は局所的となることが多い。

⑤第2因子が大きいのは，6月と10月であり，この時期には季節風による大気大循環の影
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表2　Tha　Phraの降雨特性

雨季前／雨季＊1／年間の総雨量（mm） 雨季の連続無降雨日数＊2のベスト3
年

1－4月　　5－10月　　HO月　　1－！2月 1　　位 2　位 3　位

1978

1979

1980

198！

1982

1983

1984

1985

1986

140

265

86

78

285

39

148

187

155

1，4！7

1，068

1，175

　893

1，014

1，195

　996

　849

　836

1，556

1，333

1，26！

　971

1，299

1，234

1，144

1，036

　991

1，560

1，333

1，261

1，eos

1，310

1，242

1，150

1，038

　995

20（7－8）＊3

33（9－10）

15（10）

17（9－10）

18（6－7）

18（5）

13（6）

18（9－10）

25（9－10）

19（9－10）

18（7）

13（7）

14（5－6）

13（5－6）

16（10）

13（9）

16（7－8）

24（6－7）

1　3　（5－6）

16（6－7）

10（8）

13（10）

13（7－8）

14（6）

12（10）

15（5）

13（7－8）

平均 154　1，049　1，203　1，210

＊1：ここでは5月1Nから10月31日までを雨季とした。

＊2：日雨量5mm未満を無降雨日とし，雨季の期間に限っての値である。

＊3：（）内の数値は，その事象が生起した月を示す。

　響が強く表れるものと推定される。

　2．DD村の雨量変動　　　。、

　DD村の西約5km離れたTha　Phra農業試験場の1978～1986年の降雨資料を用いて，そ

れらの統計的特徴をまとめると表2のとおりである。この結果によれぽ，DD村の雨量は年

平均1，200mm程度であるが，年ごとの変動幅も大きく，1，000～1　，　560mmのぼらつきがあ

る。この変動は雨季においても同じであり，雨量は800～1，400mmと変化し，年平均で

1，000mm程度であり，水稲生産にとっては限界的な値である。

　さらに，降雨の季節変動を吟味するため，石原等の方法11）よって，季節分離を試みた。

　すなわち，一般的に言って雨量時系列は（1＞式で表される。

　　　R，（t）＝TRD，（t）十FLCi（t）　……・……・…………t・…………・…・…・…一…（1）

　Ri（t）：i年t日の雨量

　TRDi（t）：トレンド成分，ここでは雨量時系列に明確な1年周期があるものと考えられる

　　　　　　ので，トレンドは365日の算術移動平均によって表現できると仮定した。

　FLC，（t）：年周期変動からの偏差であり，おおよその季節変動成分である。

　（1）式からトレンド成分の影響を取り除くため，②式の新しい時系列を考える。

　　　Y，（t）・・＝　Rエ（t）／TR亙）1（t）

　　　　　　：1十FLC，（t）／TRD，（t）…・…………・・……・………・・………・・…・…（2）

　この新しい時系列Yi（t）に対して，これらの移動平均は，（3）式によって定義される。

　　　　　　　　　　　の　　　Yi（t）＝（1／m）・ΣY，（t十d）　・一………………・………・………・・…・…・（3）

　　　　　　　　　　　i＝1

　m：移動平均日数（30日），d：ずらし（2日）

　ここで，（1），（2）式において，もし季節変動成分がないとしたとき，FLC，（t）＝0となり，

yi（t）＝1となる。その結果，　Yi（d＋m／2）＝1と交差する時点は，雨量時系列の季節的
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な分岐点の指標となっていると考えられる。

　この季節分離法を用いて計算した1978年から1986年までの移動平均雨量時系列を示すと図

5のとおりである。これらの結果によると，次のような季節的特徴が指摘できる。

①雨季の開始期は4月初旬から6月初旬までの約2ヵ月のずれが存在する。

雨

1
‡
ヒ

1，500
（mm）

1．ooe

t）oo

’78　　　　’79　　　　’80　　　　’8／　　　　’82　　　　’83　　　　’84　　　　’85　　　　’86　（年）

図6　雨季（5／1～10／31）における雨量と一雨雨量の占める割合

　　（数字は各年の一雨雨量の大きい順に1～10番目のものを示す。）
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②雨季の開始期に比べその終了期は比較的

　安定しており，ほぼ10月の中，下旬である。

③いずれの年にも雨季の期間中に，雨量が

　少なくなる期間（ドライスペル）が出現す

　る。その時期，長さ，出現回数は年によっ

　て異なる。

④いずれの年の雨季においても集中的な豪

　雨に見舞われる傾向があり，その時期は，

　9月ならびに6月から7月にかけてが最も

　起こりやすい。

　次に，雨季の期間における雨の特徴につい

て述べよう。図6は雨季の期間を5月から10

月と仮定して，その期間内での一雨雨量を大

きい順に並べ，10番目までの一雨雨量と雨季

の総雨量とを積層棒グラフで示した結果であ

る。この結果によれぽ，DD周辺域の雨は10

回程度の雨によって雨季の総雨量の約80％が

降っていることとなる。

　なお，一一雨雨量としては，日雨量データに

もとづき，降雨が連続して生起した日の雨量

総量を採用した。

　さらに，図7にはいくつかの年度での一雨

雨量と降雨継続日数の関係を示した。この結

雨

I
l
］
二

250
（mm）

20C）

li）O

川）

50

e

A

③
　
　
O

△
×

O
　
　
×

0
　
9
　
△

　
×

　
　
O
　
O

　
　
　
X

　
　
　
O
②

　
O
　
X
　
X
入

0
　
　
㊥
△
△
　
O
）
へ
O
　
O
O
△
　
△

念
0
8
　
X
O
　
　
O
　
X
⑦

・
　
8
　
0
0
憂
君

　
　
　
　
△
　
躍
る
θ
♂
垂

A

A

A　　　e

　o　　）ぐe

o x

A

A　1978

0　1980

働1983
×　／9．　S6

o

O　　　　　2　　　　　4　　　　　6　　　　　8　／0　12

　　　　　　　　　　降雨継続日数（日）

　図7　一雨雨量と降雨継続日数

果からすれぽ，わずか数日の雨で，その総量が数10mm～100mm以上になることが多い。

DD村での雨の降り方は，一雨の雨量が大きく，しかもそれがわずか数日の短期間に降る豪

雨タイプという点に特徴がある。

　逆に，無降雨期間の特徴は，すでに表2に示したとおりである。各年の雨季において，連

続無降雨日数が10日以上の値もかなりの頻度で出現しており，最長でe＃　1ヵ月以上になる。

これらの連続無降雨日数と各年度の水稲生産の実態との関係を比較検討すると，ほぼその値

が2週間以上続くと旱越被害の発生の可能性があると推察された。

N．雨量に規定される稲作生産

　1．雨量と稲作カレンダー

　図8は稲作にかかわる日々の作業状況を調査した結果にもとづき，苗代，播種，本田耕起，

移植作業等が行われた進捗結果を示したものである。また，日降雨量も図中に併記されてい

る。

　この図から，稲作におけるこれらのプロセスが，降雨の影響を受けていることが容易に理

解される。すなわち，苗代，播種，耕起，移植のどの作業の場合も，ある程度の量の降雨が

あった後に，それぞれの作業が急速に進捗している。天水田ではその地域に降る雨が，稲作
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作業への引金となり，各種の稲作作業が始まるのである。

　2．雨量と稲作生産

　それでは，各年度の雨量がDD村の稲作生産量にどれほど関与するのであろうか。　DD村

では雨量を一時的に蓄え，それらを潅概用に補給水として使う施設を持たない。よって，

個々の水田に降った雨量とそれまでの雨の前歴が，水田の水条件を決定すると考えられる。

すなわち，雨季期間中の累加雨量そのものと，ある一定値の累加雨量（累加雨量設定値と呼

ぶ）に達する時期のこ二つが水条件を表す要因となる。タープラにおける1978年から1986年の，

各紙の5月1日を起点とする累加雨量データ時系列から，その累加値が200mm，500mm，

800mm，1100mmという設定値に達する時期を整理すれば図9のようである。

　ここで，累加雨量設定値として，上述のいくつかの値を採用したが，この根拠は次に述べ

る現地での観測結果にもとつくものである。
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　200mm：83年の観測において，土壌水分が飽和に至り，耕土の亀裂等がなくなった時点

　　　　　であり，この後水田耕起，代掻，移植作業が始まった。

　500mm：81年および83年における現地観測で，移植が約70～80％完了した時点の雨量で

　　　　　ある。

　800mm：81年データにおいて，出穂が始まった時点の雨量である。なお，81年の生育期

　　　　　間の中・後期には雨不足となり，皐越気味であった。

　1100mm：洪水発生の可能性をもつ累加雨量である。

　以上のいくつかの累加雨量設定値とその設定値に至るまでの期間，換言すれぽ設定雨量が

出現する時期によって，この村の稲作の実態を説明できる。たとえぽ，500mmが8月中旬

以後に出現するときは移植期での旱越被害を，また800mmが10月中旬以後になるときは生

育期後半での旱越被害を受けやすい。他方，1100mmが10月初旬までに表れるときは，洪水

被害を受ける。

　なお，各年度の各設定雨量までの期聞の平均雨量を求めた値を畠中に示した。この結果か

ら見れば，移植期においては少なくともB平均5～6mm以上，また生育中・後期におい

てもおおよそ7～8mm程度が稲作にとって必要である。

V．天水田における水管理

　これまでに述べてきたように，DD村の天水田稲作はそこでの雨の降り方によって著しい

影響を受ける。それではこのような水条件の限界的な状況の中で，村人たちは不安定な降雨

にどのような方法で適応しているのであろうか。このことについて，稲作と水条件の関係に

問題を絞り考察を行う。

　1．洪水と渇水

　DD村の水条件は降雨の季節パターンから見ると，洪水タイプと渇水タイプの2つに大き

く分類できる。

　聞取り調査結果によれば，洪水タイプの場合，10月以降にほぼ全村が2～3ヵ月にわたり

浸水し，ごくわずかの丘陵頂部の水田でしか収穫できないという。また，この洪水はDD村

周辺域での豪雨に起因するものより，東北タイ全域あるいはDD村が立地するメコン川支流

のチー川流域の全域的な豪雨に由来するものがほとんどである。すなわち，このような洪水

はDD村を含む周辺のかなり広範な流域から突然に襲ってくるものであり，まったく予期で

きないのである。また，一度洪水が到来すれば，農業生産にとって壊滅的な被害をうけるこ

ととなる。したがって，DD村の人々にとって，洪水に対してはいかなる手の施しようもな

く，ひたすら洪水がないことを願うばかりである。

　他方，渇水タイプの場合には，洪水のように壊滅的な農業被害を受けることは少ない。こ

の場合には，ほとんどの年においていくぼくかの生産をあげることができる。それは極度に

不安定ではあるが，辛うじて水稲生産を行うことを可能とする天水が期待できるからである。

　よって，DD村の人々はかような渇水年を想定した水稲農業への対応を行っている。

　2、不安定な水文環境への対応

　これらには，次にあげるようないくつかの方法がある。

①　降雨の貯溜
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　DD村の地形は，前述したようにノングと呼ばれるいくつかの窪地からできている。多く

の場合，この窪地からの排水溝は1ヵ所であり，この排水溝の管理操作によって，ノング

（すなわち，水田）に貯まった雨の排水，貯水を管理する。筆者らが1983年に村の近くの1

つのノングで行った流出調査によると，ノングからの降雨の流出率は雨季全期間でわずか2

％という値であった。

　これは，ノソグという地形的形状を活かして，極めて高い雨水の貯溜を行っている結果で

ある。それによって，厳しい水条件の中で，いち早く苗代，播種，躍起，移植等の作業が可

能となる水田水条件の確保を行うおけである。

　さらに，ここに貯溜された水は，近年の野菜栽培の発達に伴って導入されてきた小型ポン

プの水源となっている。これにより，低位田の周辺に広がるやや高位の水田の水条件の改善

を図り，苗代，播種，耕起，移植等の農作業を適期に行うように試みている。

②落水管理
　地表面に降った降雨は，地形的な状況あるいはアゼを越える流れやアゼ浸透等によって再

分配がなされる。この水の再配分は，筆者らの観察結果によれば，自然流下による落水管理

方式がその中心であった。

　すなわち，比較的標高の高い中・高位田に水を貯溜することば少なく，もっぱらノング内

の最も標高の低い低位田への貯溜が中心であった。もちろん，中・高位田にもアゼは作られ

ていたが，漏水防止のためのアゼ塗り等はまったく行われていない。よって，アゼ浸透量は

大きく，ほとんどの水が低位田に自然流下する状況である。さらに，中・高位田のアゼの一

端を切り，落水させる作業さえ行われていた。

　以上の事実から見ても，DD村での水管理は，ノング内の低位部水田に水を集めることが

中心であった。村人たちは低位田は最も肥沃度が高く，最も生産性の高い農地であると考え

ていたからである。また，何よりも早く広い面積に移植をし，渇水年においてもいくばくか

の米生産をあげることを願っていたからである。つまり，低位田の面積がノングのなかでは

圧倒的に大きい（約40％）という事実からも落水管理が当然のことと考えられている。

　要するに，ノング内の低位田に水を集め，貯水することは，自然の水移動であると共に，

不安定な水条件に対応した水管理なのである。

③画面積への移植達成

　①，②の条件は主にノングの低位田での水条件と水稲作の関係であった。優先すべき低位

田での移植作業が終り，さらに適当な降雨があった場合には中・高位田へと移植面積をでき

る限り広げていくことが試みられる。これによって，移植率を大きくし，水稲生産への最低

限の条件を満たし，あとはきまぐれな降雨が／傾調に推移するように期待するのである。

　他方，例外的ではあるが，中・高位田から移植作業を進める場合も見られた。中・高位田

の場合，降雨後においても好適な土壌水分条件はそれほど長く続かない。そのため，一度適

量の雨があれぽ，水条件の悪い中・高位田への移植作業をいち早く終え，比較的水条件の良

い低位田の移植を後回しにするのである。

　換言すれば，低位田はノング内の貯水池となっており，移植はほぼ毎年のように可能であ

る。そのため，低位田周辺の中・高位田への移植率をできる限り高め，これにより生産への

最低限の必要条件を満たすのである。
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　ここに述べたように，移植の可能性は水条件によって一義的にきめられてしまうのである

が，高い移植率の達成は，安定した水稲生産への必須条件となっている。

　以上は，主に水条件から見た不安定な降雨に対するDD村の人々の適応である。もちろん，

これらの方法のみで厳しい水条件を完全に克服できるものではない。したがって，他にも地

形の標高差に応じた品種の選択，あるいは土地利用方式を変えることなどにより，農業生産

の基盤を維持しているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　と　が　き

　本研究では触れなかったが，土地所有の形態，稲作への労働力の投入，あるいは稲作作業

をめぐる親族間の共同・相互扶助などによって，この厳しい自然条件下での水稲生産活動を

継続し，かれらの社会を維持している現実をも見逃すことはできない。これらの農業と労働，

農業と社会組織等については続報において，考察する予定である。
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Summary

    Relationship between Rainfall Variation and Rice Production 

-Actual Production and Structure of Rain-fed Rice Fields in Northeast  Thailand(1)-

Kazutoshi HOSHIKAWA, Shuichi MIYAGAWA and Yoshihiro KAIDA

   The rain-fed rice production of Don Daeng village in Northeast Thailand is extreme-

ly unstable. Compared with an exceptionally bumper harvest in 1983, annual rice produc-

tion during a nine-year period (1978-1986) was 4-65 percent of the 1983 total. There were 

only 4 percent in 1978 and 1980 due to heavy flood-ing, and also 10, 18 and 17 percent in 

1979, 1982 and 1986 due to drought respectively. The relationship between rice production 

and variability of rainfall was anlyzed in this paper. It was found that the instability of 

rice productioin depends highly upon the unpredictable onset of the monsoon season and 

temporal distribution of rainfall and dry-spell in the rainy season. 

   Finally, some methods of water management under the extreme instability of 

rain-fed paddy field were discussed.


